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第3回AAA大会

ファーストサーキュラー

昨年の第 2回大会において次期開催国とな

ったベトナムでは,関係者の努力により農業食

糧産業省から開催許可がおり,第3回大会の準

備が進められている.まもなくファーストサー

キュラー (英文)も印刷されるのでその概要を

紹介したい (請ったがあれば送付できます).

テーマ:ミツ/ヾチ,養蜂と持続的農林業開発

会 期:1996年 10月6日～10日

会 場:ハノイ市ホーチミン博物館

参加費:

参加者は1996年8月30日まで US$150

それ以後は US$200

同伴者はそれぞれ US$100,US$150

公用語:英語

発表申込み:英語500語以内の要旨を1996年

6月30日までに玉川大学 ミツバチ科学研究

施設に提出する.

分科会:アジアのミツバチ

養蜂振興計画

セイヨウミツバチによる養蜂

ミツパテ管理法とその経済

ミツバチ生産物と販売

-アジアにおける展望

養蜂植物と花粉媒介

その他

展示会:大会期間中ミツパテ生産物,それを利

用した製品,書籍,関連器具,写真,ポスタ

ーなどの展示を行う. 約3×4mの展示用ス

タンドが用意される,出展料金は未定.

宿泊施設:会場のホーチミン博物館は首都ハノ

イの政治の中枢ともいえる地区にあり,市内

には最高級ホテルから経済的な宿まで幅広い

宿泊施設がある.詳細は来年3月発行のセカ

ンドサーキュラーに紹介予定.

研究施設紹介(3)

ベ トナムミツバチ研究開発センター

農業食糧産業省 (MAFI)の一部門であるミ

ツバチ研究開発センター (BeeResearchand

DevelopmentCenter,Langha,Dongda,

Hanoi) は1984年にミツパテ研究の中心組織

として設立され,基礎,応用研究,新技術の移

転,養蜂研修事業,出版,雑誌の発行等を行っ

ている.現在の主なテーマは養蜂植物と各種 ミ

ツパテの現状調査,病害対策,蜂群管理と生産

物収穫技術の改良,生産物加工処理法,養蜂経

済研究である.-ノイ大学,-ノイ農業大学,

トゥドゥック農林大学 (ホーチミン市)等と毎

年共同研究を行う.一例ではトゥドゥック農林

大学のミツバチ研究施設はベトナム南部のトウ

ヨウミツバチとセイヨウミツバチの養蜂の経済

性を比較研究したが,BRDCは北部での伝統的

家族養蜂の経済性を調査し,家族養蜂振興に役

立てようとしている.

MAFIでミツバチ生産物の生産,加工処理,

販売,輸出を担当する Vietnam National

ApicultureCorporation(VINAPI)とも緊密

に協力している.BRDCが新しいミツバチ生産

物加工品の先行実験に取り組み,必要な機器を

導入しデータを得るとVINAPIはそれを基に

実際面での応用を進める.水分の多いハチミツ

を輸出基準に合うよう調製する問題もこのシス

テムで解決された一例で,現在VINAPIはトー

マ社製 (仏)の水分乾燥機で調整した-チミツ

を輸出している.

季刊誌 "Nganhong"の禿行,養蜂の手引き

書,分かりやすいスライド,ビデオの制作,各

県の養蜂組合,養蜂産業等への情報提供,新技

術の指導等で内外の養蜂,加工処理技術など最

新情報を各地に広めている.現在貧しい農民に

副収入と雇用機会を与え,同時に栄養化の高い

食品を手に入れやすくすることを目的とした家

族養蜂運動に取り組んでいる.




